
東
西
宗
教
交
流
学
会
•第
三
回
学
術
大
会
記
録
に
つ
い
て

本
多
正
昭

本

誌

(

四

•
五
月
合
併
号

)
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
講
演
と
討
論
は
、
 

「

東
西
宗
教
交
流
学
会

」

第
三
回
学
術
大
会
の
記
録
で
あ
る
。
本
学
会 

は
、

一
九
八

o
年
六
月
、

ハ
ヮ
ィ
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回

E
a
s
t
-

 

w
e
s
t

 

religions  

in  E
n
c
o
u
n
t
e
r

国
際
学
会
に
刺
激
さ
れ
、
土
居
真 

俊
氏
の
肝
入
り
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
回
学
術
大
会

(

滝
沢 

克
己
氏
の
講
演
と
こ
れ
を
め
ぐ
る
討
論

)

は
、

一
九
八
ニ
年
七
月
ニ
六
日
か 

ら
三
日
間
、
第
二
回
目

(

星
野
元
豊
氏
の
講
演
と
討
論

)
は
、
翌
八
三
年
七 

月
一
一
五
日
か
ら
何
れ
も
三
日
間
、
京
都
市
内
•
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ゥ
ス 

で
行
わ
れ
た
。
会
員
は
総
員
三

o
名
ほ
ど
の
ミ
ニ
学
会
で
あ
り
、
発
題 

者
は
原
則
と
し
て
一
人
、
東
西
宗
教
、
と
く
に
仏
教
側
と
キ
リ
ス
ト
教 

側
と
の
交
流
を
学
問
的
な

G
Q
D
G
g
p

旨

l

s'a
t
i
o
n

を
通
し
て
遂
行
し
よ 

う
と
す

る
、
き
わ
め
て

ユ
ニ
ー

ク

な

学
会
で
あ

る

。

こ
の

第
三
回

学
術 

大
会

(

む
し
ろ

小
会
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

こ
こ
で
は
前
二
回
の
慣
用
に
従 

う)

は
、

一
九
八
四
年
七
月
二
三
日
か
ら
三
日
間
、
同
じ
会
場
で
催
さ 

れ
た
。

一
日
目
の
夜
は
常
盤
義
伸
氏
が
、
第
二
回
目
の

E
a
s
t
—w
e
s
t

 

religions  

in  M
n
c
o
u
n
t
e
r

国
際
学
会

(

八
四
年I

月
三
日
か
ら
十
一
日
ま 

で
、ハ
ワ
イ
の
ロ
ア
•カ
レ

ッ
ジ
で
開
催

)

に
お
け
る
公
開
討
論

(Theological

E
n
c
o
u
n
t
e
r

 

o
n

 

s
u
f
f
e
r
i
n
g
)

に
つ
い
て
報
告
。
二
日
目
は
、

八
木
誠
一
氏
が
一
一
回
に
わ
た
っ
て
自
著

『

パ
ゥ
ロ 

•親
鸞

.
ィ
ユ
ス

. 

禅

』
(

法
蔵
選
書

22)

中
の
、

「

ィ
エ
ス
と
禅

」

の
部
分
に
つ
い
て
講
演
。
 

こ
れ
を
め
ぐ
る
討
論
は
三
日
目
の
朝
ま
で
延
長
と
な
っ
た
。
本
誌
は
、
 

こ
の
第
三
回
学
術
大
会

(

三
日
間)

の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
記
録
作
成
は 

私
に
委
託
さ
れ
た
が
、
や
は
り
紙
数
の
制
限
も
あ
り
、
テ
ー
プ
か
ら
起 

こ
し
た
生
原
稿
を
約
四
分
の
一
に
短
縮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
 

思
い
切
っ
て
切
り
捨
て
な
が
ら
繫
い
で
ゆ
く
作
業
は
、
容
易
な
ら
ぬ
業 

で
あ
っ
た
が
、
原
則
と
し
て
講
演
と
討
論
の
内
容
的
連
関
を
重
視
し
、
 

講
演

•
討
論
と
も
他
の
多
く
の
部
分
を
省
く
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、

常
盤
氏
の
講
演
記
録
は
、
初
め
の
約
束
に
ょ
り
氏
自
身
に
ま
と
め
て
い 

た
だ
い
た
も
の
を
、
全
部
そ
の
ま
ま
掲
載
し
、
そ
の
代
り
石
田
慶
和
氏 

司
会
の
討
論
の
部
を
割
愛
、
八
木
氏
の
そ
れ
は
、
氏
が
校
正
し
た
も
の 

を
私
の
方
で
適
当
に
抜
粋
し
た
が
、

「

ま
と
め

」

の
部
分
の
発
題
は
、
 

心
な
ら
ず
も
大
部
分
割
愛
し
て
し
ま
っ
た
。
目
次
の
体
裁
や
講
演
者
以 

外
の
発
言
内
容
の
取
捨
選
択
な
ど
、
そ
の
責
任
は
す
べ
て
私
に
あ
る
が
、
 

以
上
を
も
っ
て
し
て
も
、
最
初
指
定
さ
れ
た
紙
数
を
大
幅
に
超
過
し
て



し
ま
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
主
幹
•
秋
月
氏
の
御
了
解
を
と
く
に 

お
願
い
し
た
こ
と
、
ま
た
最
後
の
原
稿
浄
書
は
、
中
野
信
子
女
史

(

西 

日
本
比
較
思
想
研
究
会
会
員

)

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
っ
た

こ

と

を

付 

言
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

(

残
念
な
が
ら
、
発
言 

者
に
直
接
校
正
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
が
、

万
一
明
ら
か
な
ミ
ス 

で
も
あ
れ
ば
、
御
教
示
い
た
だ
き
た
い
と
思
ぅ

0 

な
お
、
本
学
会
の
会
員
は
、

一
九
八
四
年
度
現
在
、
次
の
通
り
で
あ 

る

(

A
B
C順
。
第
三
回
大
会
参
加
者
の
氏
名
に
は

.
印
。
新
役
員
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は
傍
線
を
付
し
た

)

。
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